
このよう左要因を解析し数式化して,電子計算機を用いて最適化を図る目的で従来実施して 

いるが,とく田副作業コストの把握に不充分左点,があるので,4 4年度はこ・れらに主体をおき» 

併せて二段捱材あるいは先山集材徐台稻込における小型集材機の活用などについて補足調査を 

行をい最終年度として取りまとめの方向として総合検討を行左う。
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16.野鼠発生予察と防除法

1試験担当者

保護部鳥獣第1研究室:宇田川龍男,白石 哲

北海道支場野鼠研究室:上田明一,前田満,桑畑 勤,樋口輔三郎,五+嵐文吉

木曾分場:水野武撰

東北支場:土方康次,星川隅吉,小野・密

関西支場：伊藤武夫

四国支場：陳野好之,五士嵐您

2試験目的

野風の被害は北海道,本州,四国など各地反発生するにいたり,このため多くの造林地で生 

息教調發が行左われているが,この調をはその時点の生食数の把握のみで,爾後の個体数の増 

減を予測することができ左い。従って生息数調査に加え,特定の地域での野鼠個体辞の年令構 

成繁殖状況を解剖的見知から調疋し,より高い精度でその尔の野鼠個体群発生從を予知する必 

要から本調査を行な5〇

3昭和43年度の経過とえられた腊果

特定地点である八ヶ岳山箧の試験地で,7,9,1〇月の3回,林野庁方式の贸かけ作業を 

実施し,採集された野鼠から生息密度を算定し,剖見心り繁殖状況を調査したが,ハタネズ 

ミの生息密度は夏田高く,秋に低下することがわかつも

繁殖状態にある個体は,7 , 9月に多く,1〇月下旬作終了していた。また,スミスネズミ 

が秋期田便位で生息密度はハタネズミより高かった。手節的令構成については取りまとめ中で 

ある。

北海道山おいては,エゾヤチネズミの発生状況を予測するため道内11か所で春,夏,秋の 

個体群の年令構成,繁殖状態を解剖的に調査したが•春の発生状態は,道南で4月中旬から, 

道中央ではそれよリややおくれ,道北では5月上旬から繁殖活動が開始されることが推定され 

た。

夏の生息状況は春の発生状態によって比例し,昨年の髙密度地帯が再び高密度を示した。夏 

の繁殖活動は低調である。

秋は9冃中旬から開始され,1〇月上旬まで繁殖活動が続いている。生息数の増加傾向を記 

号放逐法で調査した野幌では昨年の2倍以上に増加していることが認められた。
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食性,営巣条件としてのササ類その他草木の開花結実と,これの刈払い方法花よる繁殖,侵 

入状況等調査したが,岡山県ではヤネクキザサの一斉開花結実があり,秋期にハタネズミが大 

繁殖した。

昭和44年度の試験計画

! 八ヶ岳山趣における野鼠の消長の定期調査を行なう。

2 個体群変動の要因解析,とくに生理的要因との関係を究明するため,ホルモン分泌腺,

生殖映の細織学的,細胞学的研究を行なう。

5 前年度に引きつづき加害種であるハタネズミ,スミスネズミの繁殖試験を行左う。

4 エゾヤチネズミ個体群の生息数環境として植生の役^を検討し,その収容能力から発生 

貴を予測する調査を行な％

5 生息数調査法の飾易化に関する試験

6 平地林田おける発生消長

? 山地林分の発生消長

8 ハタネズミの大増殖の要因の追求と,その発生消長の実態をスミスネズミとの棲みわけ 

などの曜

9 特定調査地における野ねずみの発生消長調査
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17.木材・価格の予測

1試験担当者

経営部,経済研究室:野村 勇,橋本 智

2試験目的

外材・も含めたわが国木材需給のモデルを解明し,計抵的にその構造を決定することによって 

長期お、よび短期の木材価・格を予測する。

3昭和43年度の経過とえられた結果

1 単一方程式モデルに取入れるべき説明変数としては,従来鉱工業生産活動指数のみであ 

ったが,説明力が弱まってきたので,非木造建築着工面め¥木造建榮着工面褶および外材 

輸入品：の5つを説明変数とし,それぞれのタイ厶•ラダについても検討を加えた。

2 連立方程式モデルKついては,理論的に必要とされるデータがまだ公浸されてい左いな 

どの理由で,同時決定的にモデルの係数バラメータを決定する段階まではいっていない。 

そこで,現時点で入手できる外生変数を説明変数とする単一方程式モデルを作製し,最小 

自乗法によって木材価格の予測をおこなった。

短期の木材価格予測式としては,

Pt=f <Bt-5,Hj5,Ft—5)°

長期の木材価格予測式としては,

Pt=f (エ)。

ただし,Iは政府,民間を合わせた設備投資額両式ともほぼ9 〇%の重相関関係が維持 

されてお•り,短期では5ヶ月先まで,長期では経企庁の中期経済計画などと結合させるこ 

とによって5〜6年先まで予想できる。

4昭和44年度の試験計画

1 連立方程式モデルについて,モデルの設計の仕方と因子の取り入れ方を検討するため東 

北地方験 を実地調査する。

2 単一方程式モデルについては,外材輸入がどのよ5な形で木材価格に影響を与えている 

かを富山ち、よび北九州地域を調査し検討する。
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